大学共同利用機関法人人間文化研究機構　総合地球環境学研究所報　 by unknown















































































































































































































































































































































































































































































































































































＊１　Stanford University Press. 邦訳：トマス・C・スミス『近代日本の農村的起源』大塚久雄訳、岩波書店、1970年
国際コモンズ学会第14回世界大会（北富士大会） 
The 14h Global Biennial Conference of the International Association for the Study of the Commons
●   会期　2013年６月３日（月）～７日（金）
●   会場　山梨県富士吉田市
●   テーマ　Commoners and the Changing Commons: 
Livelihoods, Environmental Security, and Shared Knowledge
●   参加予定者　600名
●   大会 HP　http://iasc2013.org/en/
●   主催　国際コモンズ学会北富士大会組織委員会
●   共催　国際コモンズ学会（International Association for the Study of the Commons: IASC）
富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合
総合地球環境学研究所









































































































































＊２ Kenneth Ruddle and Tomoya Akimichi (eds.) Maritime Institutions in the Western Pacific. National Museum of Ethnology, 1984.
＊３　Elinor Ostrom. Governing the Commons: The Evolution of Institutions for Collective Action. Cambridge University Press, 1990.

















































































































































































































































Humanity & Nature Newsletter   No.38  September 201210
































































































































































































































Humanity & Nature Newsletter   No.38  September 201212
連載



























































































































































■略歴　2009 年 3 月　東北大学大学院生命科学研究科 博士課程修了
2009 年 4 月　龍谷大学科学技術共同研究センター 博士研究員






























































































































































































































































































The Dilemma of Boundaries:  
Toward a New Concept of Catchment



















６月１日 基幹 FS「東南アジアの生存力と自律性：土地利用とリソース・チェーンからの検討」 全体会議 谷口真人 地球研講演室
６月４日 「水土の知」プロジェクト セミナー 渡邉紹裕 地球研セミナー室
６月７日 第２回 砂漠化プロジェクト 研究会「南アジア研究者の見たアフリカ――農耕を焦点として」 田中 樹 地球研セミナー室
６月８日 第42回 エコヘルス研究会・第17回 中国環境問題研究拠点 ワークショップ「中国海南島の衛生対策と健康」 門司和彦窪田順平 地球研セミナー室
６月12日 食リスクプロジェクト 研究会 Assessment of Health Risks from Impacts of Environmental Degradation:  The Case of Fish Products in Laguna Lake/ Community Forum 2012 嘉田良平 地球研セミナー室
６月13日 第１回 砂漠化プロジェクト 勉強会 田中 樹 地球研セミナー室
６月16日 第31回 中国環境問題研究拠点 研究会「東アジアの環境ガバナンス研究の現状と展望」 窪田順平アジア経済研究所＊ 地球研セミナー室
６月16-17日 中塚 FS「高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索」研究集会 中塚 武 地球研セミナー室
６月19日 第７回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 「生態系サービスの評価と問題点」 窪田順平 地球研講演室
６月20日 第１回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室
６月21日 第８回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 窪田順平 地球研セミナー室
６月25日 第１回 赤井 IS「社会資本が環境規範に及ぼす影響の解明：経済実験による国際比較アプローチ」 研究会 赤井研樹 地球研講演室
６月26日 第２回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室
６月26日 第４回 アジア農村レジリアンス研究会「Rice Production in Vietnam: Constraints and Opportunities」 「インドネシアにおける住民の組織的行動：４州踏査からみえてきたジャワ農村の特質」 阿部健一 地球研セミナー室
６月26日 第28回 資源・地球地域学プログラム 合同研究会 「ラオス・サワナケート県におけるタイ肝吸虫感染リスク――中間宿主貝・魚の生息状況を規定する生態学的・人工的条件」
資源領域プログラム
地球地域学領域プログラム 地球研講演室
６月27日 Rio+20および関連会議報告会「Rio+20の目的と取り組み、地球研の関わり方」「Green Economy, Future Earth, Commons」 「地球研の国際連携の狙い――GEC-Japan Platformから Rio+20まで」 研究推進戦略センター 地球研セミナー室
６月27日 第２回未来設計イニシアティブセミナ 「ーGlobal catastrophic risk reduction as a civilization priority」 基幹研究ハブ 地球研セミナー室
６月29日 第３回未来設計イニシアティブセミナ 「ー統合科学と現実社会の関係性について」 基幹研究ハブ 地球研講演室
７月２日 第９回基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会 「都市のサステイナビリティ評価指標：何をはかるべきなのか――環境・経済・社会はトレードオフなのか」 窪田順平 地球研セミナー室
７月６日 第16回 EPM勉強会「International Environmental Politics of Rio+20: Where are we heading from now on?」 EPM勉強会 地球研会議室
７月６日 第32回 中国環境問題研究拠点 研究会「中国太湖流域漁民と内水面漁業の権利関係――費孝通の開弦弓村調査との比較から分析する」 中国環境問題研究拠点 地球研セミナー室
７月６-７日 シベリアプロジェクト夏のワークショップ 檜山哲哉 地球研セミナー室
７月12日 第５回「水土の知」オープンセミナ 「ー19世紀フランス・オート =ザルプ県における堤防組合と灌漑組合」 渡邉紹裕 地球研セミナー室
７月21-23日 第１回 地域環境知プロジェクト 全体会議 佐藤 哲 地球研講演室
７月24日 第３回 基幹研究ワークショップ 基幹研究ハブ 地球研講演室
７月27日 第17回 EPM勉強会「エネルギー倫理委員会の議論にみるドイツの環境政策」 EPM勉強会 地球研セミナー室
７月27日 第10回 基幹 FS「東アジア成熟社会」研究会「Well-beingへの心理学的アプローチ」 窪田順平 地球研セミナー室
















































































 URL    http://www.chikyu.ac.jp
編集 定期刊行物編集室
発行 研究推進戦略センタ （ーCCPC）
制作協力 京都通信社
デザイン 納富 進
本誌の内容は、地球研のウェブサイトにも
掲載しています。郵送を希望されない方は
お申し出ください。
本誌は再生紙を使用しています。
同志社大学（６月7日締結）
　互いの交流と協力を促進し、教育および研
究内容の充実や発展を図ることを目的とした
学術交流に関する包括協定を結びました。地
球研の現地調査へ参加していただいたり、地
球研の教員が大学で講義を行なうなど、研究
や人材育成において連携を図ります。
長崎大学（8月20日締結）
相互の研究開発能力や人材を活かして総合力
を発揮することにより、アジア・アフリカの
環境問題を総合的に解決することを目的とし
た学術協定を結びました。教職員および研究
員の交流、共同研究の実施や研究集会の共催
など、学術研究の推進や互いの研究基盤の充
実・発展のために協力します。
すでに協定を結び学術交流を行なっている九
州大学東アジア環境研究機構と同じく、両大
学とも活発な交流を進めます。
　現代社会の底流で、大きな変化が起こってい
る。豊かさを競い合うよりも、大切なものを分
かちあおうとする考えが急速に広がっているこ
とだ。この考えは、今日「コモンズ」と呼ばれて
いる。かつて「共有地」と訳されていたが、より
豊かな意味を、今では賦与されるようになった。
コモンズという考えは、地域おこしの現場で
も重要である。地域おこしは、単に「資源」を
探し求めることではなく、地域にとって大切
なものはなにか、皆で考えることである。大
切なものはなにか考えることで、資源と思っ
ていなかったものが資源となることがある。
それは、これまでの資源と違い、使えば使う
ほど豊かになる資源である。
　来年６月に国際コモンズ学会北富士大会が
開催される。この機会に、地域にとって大切
なものはなんなのか、それをどのように分かち
あうことができるのか、あらためて考えたい。
【開会挨拶】 加藤祐三（都留文科大学学長）
【講演】
「富士山の世界文化遺産登録への課題と可能性」
渡辺豊博（都留文科大学教授）
「富士講の記憶を新たなまちづくりと観光の力に」
中島直人（慶應義塾大学環境情報学部専任講師）
「コモンズを支える科学」
佐藤 哲（地球研教授）
【パネルディスカッション】
パネリスト：渡辺豊博、中島直人、佐藤 哲
司会：阿部健一
【閉会挨拶】 立本成文（地球研所長）
●申込み・問い合わせ先　地球研 総務課企画室
Tel：075-707-2173 　Fax：075-707-2106
E-mail：moshikomi@chikyu.ac.jp
分かちあう豊かさ：
　地域のなかのコモンズ
2012年10月13日（土）
13：30～17：00　（13：00開場）
〈富士吉田市民会館　小ホール〉  聴講無料
主催：地球研、公立大学法人都留文科大学
告知
第12回 地球研地域連携セミナー
FUJIYOSHIDA
学術協定の締結
